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「世界の食文化研究と博物館」国際シンポジウム
2014 年 12 月 6 日 ~7 日国立民族学博物館
にて「世界の食文化研究と博物館」という
タイトルで国際シンポジウムが開催された。
国立民俗博物館と立命館大学が共同で主催
したこのシンポジウムのねらいは、①「食
は文化であるJといつことを再認識する、
②「食jを文化として研究する意義を明ら
かにする、③今後の「食文化研究jのあり
方を考察する、ことである。また食文化研
究が博物館にどのように役割を果たしてい
るのかについて、①食の博物館ネットワー
ク構築、②食文化に関するアーカイブの所
在確認、③食をどのように展示するか、と
いうことで、東アジア(日中韓)の研究者
がそれぞれの事例を中心に発表をした。
食文化に関しての研究は、 1970-80年代に
「食文化Jという用語が使われた以降、およ
そ30-40年が経っている。人間の基本的な
生産消費活動といえる f食jを f文化jと
して扱ったのはあまり長くないわけである。
人々はそれぞれの生活方式をもって、多様
な観念を形成しながら生きている。‘生きて
いる' ということを民俗学的に考えてみる
と、生活様式を生産し、その生産過程の中
で‘持続と変化' という過程を経て、それ
に適応することである。この生活様式とは、
おのおのに与えられた時間的・空間的な状
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況で起こる一連の過程の中で、個人あるい
は集団のアイデンティティが現われる一つ
の文化的な象徴性である。また衣食住のな
かで食に関する活動(食生活)は、最も基
本的なことである。なぜなら、人は毎日何
回かずつ食べ物を消費しなければ、生命を
維持することができないため、食べ物を作っ
て生産し、それを食べながら生産物を消費
するためである。その生産、消費活動には
多様な生活様式がみられる。食に関する多
様な行為すなわち、文化が生み出されると
いえる。
この「食文化jをどのように研究対象と
して捉えるかに関するテーマが 12月6B 
(土)の f世界の食文化研究jである。「日
本の食文化研究J(石毛直道)、「食科学の誕
生J(イタリア、 GabriellaMorini)、「中毘に
おける 1ω98鈎O年代以降の食文化研究の概況J
(越栄光)λ、「韓国における食文化研究J(越
美淑)が発表されたO その中で食文化の研
究と既存学問の関係に関して石毛氏の発表
は、これから望まれる学際的研究として必
要性を自覚する発表であった。またイタワ
アの食科学大学の Gabriella氏の研究は、学
際的研究として食文化を独立学問に発展し
た事例を確認できる発表であった。
12月7日(日)は、 f表現される食(食と
博物館):東アジアを中心にjをテーマとし
て日中韓の事例発表された。それぞれの事
例は下記の通りである
く日本の事例>: I国立民族学博物館におけ
る食文化の展示J(池谷和信)、「公益財団法
人味の素食の文化センターの活動のご紹介」
(津布久孝子)、「食を"遊びながら学ぶ川体
!投型博物館~カップヌードルミュージアム
についてJ(筒井之隆)、「キッコーマン国際
食文化研究センターについてJ(斉藤文秀)、
刊日本食文化i小浜から世界へ~御食国若
狭おばまの食のまちづくりJ(中田典子)
く韓国の事例>: Iノンシム(農心)食文化
ラキピウム (Larchiveum)の現在J(李貞姫)、
「韓国における『食j博物館の現状と特徴J(韓
福異)
く中国の事例>: I北京の宮廷料理と博物館
についての一考察J(買意萱)、「現代中国食
文化博物館に関する考察~杭州料理博物館
(Chinese Hangzhou Cuisine Museum) を事
例としてJ(劉征字)
日中韓の事例は、食文化研究が博物館と
の連携でどのように活用されるのか、つま
り「食の持物館Jの現状を確認する発表
であった。それぞれの事例から内容をまと
めると、食文化と展示・食文化と地域おこ
し-食品企業の博物館・食文化のラキピウ
ム、「食J博物館の現状である。 食文化と展
示は食べ物の模型中心に展示される傾向か
ら発展させる方法に関して論じられた。そ
して地域を代表する食べ物を取り上げ、そ
れを活用する地域おこしの関係も報告され
た。食品企業の博物館については、食べ物
を売りとしてただの利益創出だけではなく、
社会還元としての博物館運営、食文化研究
などが報告された。食文化のラキピウムと
は、 Library+web-Archive十Museumの複合
語で、食文化研究のプラットフォームと役
割を目指している用語である。そして「食j
博物館の現状については、日中韓で徐々に
増加している現状から、ただの数的な増加
ではなく実的にも豊かな「食J博物館の発
展の提言が発表された。
また様々な視点からアプローチする「文
化心理学から見た食の表現の視点からJ(サ
トウタツヤ)、「ヨーロッパにおける食文
化研究の発展~ rSIEF Ethnological Food 
Research GroupJ を中心にJ(南直人)、「企
業i専物館の視点からJ(中牧弘允)の発表も
あった。
今回の「世界の食文化研究と博物館jは、
東アジア(日中韓)を中心に食文化研究と
博物館の関係性について議論された。シン
ポジウムの最後に主催側からその範囲を世
界に広げる立場を表明した。また今年は日
韓基本条約締結50周年あたり、日本国立民
族学博物館・韓国民俗博物館共同で「韓日
食博Jを開催する計画しているようである。
今後、博物館と食文化関係の研究進展を期
待する。
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